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会　期：2023年6月17日（土）～23日（金）
会　場：かなっくホール／シネマ・ジャック＆ベティ
主　催：（特非）横浜スポーツコミュニケーションズ	
運　営：ヨコハマ・フットボール映画祭実行委員会
後　援：	横浜市にぎわいスポーツ文化局／日本サッカー協会／Jリーグ／WEリーグ／神奈川県サッカー協会／	

スウェーデン大使館／日英協会／日米協会／日本ブラジル中央協会／横浜港振興協会
対　象：サッカーファン、映画ファン
公式サイトURL：https://yfff.org/yfff2023/

総来場者数（参加数）：2,300人	
　内訳：（国内入場者数（参加数）：2,300人　海外入場者数（参加数）：　人）
出展社数：10社
　内訳：（国内出展社数：10社　海外出展社数：　社）

■開催内容
　サッカーをキーワードにさまざまな視点の映画作品7本の上映と、バラエティ豊かなイベント5本を実施しました。
　男女待遇格差、障がい、ヤングケアラーなどを扱った作品を上映することで社会課題への理解の機会を提供できました。
　特に『LFG－モノいうチャンピオンたちー』は、女子ワールドカップが近いこともあり、多くの新聞などで紹介いただきました。
　また、普段映画館から縁遠いサッカーファンに、応援上映という新しい映画の楽しみ方を体験いただきました。
◆上映　7作品、12上映
①	『Beyond	Together＜沸騰応援上映＞』
　　ゲスト：マリノスOB選手	水沼貴史、波戸康広、栗原勇蔵
　　司　会：ささゆか（ラジオパーソナリティ）
②『バック・トゥ・マラカナン』
　　ゲスト：カカロニすがや（タレント）
③『I	AM	ZLATAN／ズラタン・イブラヒモビッチ』
　　ゲスト：倉敷保雄（フリーアナウンサー）
④『ザ・ロングウォーク	－トラウマと贖罪－』
　　ゲスト：ジャイアント若田、内藤秀明
⑤	『LFG－モノいうチャンピオンたちー』
　　	ゲスト：髙田春奈（WEリーグチェア）、能條桃子（NO	YOUTH	NO	JAPAN代表理事／FIFTYS	PROJECT代表）
　　司　会：石井和裕（WE	Love	女子サッカーマガジン	主筆）
⑥『ある日突然に』
　　ゲスト：加藤諒也（love.fútbol	Japan代表）
⑦『ケイコ	目を澄ませて』
　　ゲスト：小笠原恵子（原案　「負けないで」著者）
◆トークイベント　5本
①	“ことば”が広げるフットボール
　　出　演：倉敷保雄（フリーアナウンサー）、金井真紀（文筆家・イラストレーター）
②	レフトーーク！
　　出　演：扇谷健司（日本サッカー協会	理事、審判委員長）、家本政明（元国際審判員）
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③ドキュメンタリー「トモにカタールへ！」上映
　　出　演：ちょんまげ隊長ツンさん
④ミルアカお呼ばれ出張トークライブ	in	YFFF	リターンズ！
　　出　演：MILKサッカーアカデミー
⑤	喋る×蹴る－声優が届けるサッカー愛－
　　出　演：梅澤めぐ（声優）、本郷里実（声優）、司会：金子弘
◆フットボールエキスポ　出展8ブース
①MIHO	AOKI（刺繍）
②PINK-HAIR	TALKIE（ZINE）
③大木雄介（写真）
④WE	ARE（写真）
⑤love.futbol	Japan（貧困支援）
⑥Jサポフリーペーパーサミット	エクストラ（フリーペーパー）
⑦インコグラフィカ（障がい者サッカー写真）
⑧サッカーコミックブース

■2023年度の新規取り組みとその成果・特色など
　今回から、サブ会場でのトークについて、配信チケットと、交流オプションチケット（出演者と個別に会話ができる）を販売し、
それぞれ多くの方にご利用いただけました。
　また、全ての上映、トークイベントのチケットを指定席化することで、入場時の混雑の緩和が実現しました。
　同時に、シネマ・ジャック＆ベティでの上映のチケットは、劇場のプラットフォームで販売していたものを、今年から、かなっくホー
ルでのチケットと同一プラットフォームで販売することになり、利便性が向上した。




